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◎ 「新たな木材利用」事例発表会開催

　

冒
頭
、
両
会
会
長
の
並な
み
き木
氏
が
、「
東

日
本
大
震
災
の
被
災
地
域
、
被
災
者
の

方
々
の
早
期
の
復
旧
・
復
興
を
心
か
ら

祈
念
す
る
と
と
も
に
、
木
造
の
仮
設
住

宅
建
築
へ
の
取
組
事
例
の
発
表
が
、
本

格
的
な
復
旧
・
復
興
に
向
け
て
の
国
民

的
課
題
を
解
決
す
る
ひ
と
つ
と
し
て
、

多
く
の
人
々
が
共
有
で
き
る
新
た
な
機

会
に
な
れ
ば
」と
主
催
者
を
代
表
し
て

挨
拶
。

第
一
部「
仮
設
住
宅
に
お
け
る
木
材
利
用
」

◆
工
務
店
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
東
日
本

大
震
災
対
策
本
部
岩
手
県
担
当
の
日ひ

當な
た

氏（
（有）
マ
ル
ヒ
製
材
）が
、
被
災
地

域
の
経
済
を
復
活
さ
せ
る
た
め
に
、

地
域
の
木
材
、
地
域
の
大
工
で
地
域

に
建
て
る
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
の
も

と
に
進
め
ら
れ
た
岩
手
県
田
野
畑
村

の
事
例
を
紹
介
。
こ
の
中
で
、
非
常

時
に
お
け
る
木
材
供
給
体
制
の
整
備

に
は
、
平
時
か
ら
の
準
備
が
必
要
と

い
う
課
題
の
報
告
も
あ
り
ま
し
た
。

◆
宮
城
県
森
林
組
合
連
合
会
の
浅あ
さ
の野
氏

は
、
宮
城
県
南
三
陸
町
で
は
、
木
造

仮
設
住
宅
建
設
の
た
め
に
協
議
会
を

立
ち
上
げ
て
取
組
を
進
め
た
こ
と
を

「
新
た
な
木
材
利
用
」事
例
発
表
会
開
催

「
新
た
な
木
材
利
用
」事
例
発
表
会
開
催

発表会会場
　

２
月
２
日
、
東
京
新
木
場
の
木
材
会
館
に
お
い
て
、
（社）
全
国
木
材
組
合
連
合
会
と

木
材
利
用
推
進
中
央
協
議
会
の
共
催
に
よ
り
、
第
３
回
「
新
た
な
木
材
利
用
」
事
例

発
表
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
に
は
２
５
０
名
に
の
ぼ
る
来
場
者
が
あ
り
、
林

業
・
木
材
産
業
関
係
の
み
な
ら
ず
オ
フ
ィ
ス
家
具
メ
ー
カ
ー
等
幅
広
い
業
種
か
ら
の

参
加
も
見
ら
れ
、
木
材
利
用
に
対
す
る
関
心
の
高
さ
が
伺
え
ま
す
。

並木会長の挨拶

岩手県田野畑村仮設住宅
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紹
介
。
地
域
材
活
用
の
ポ
イ
ン
ト
と

し
て
発
注
者
の
明
確
な
コ
ン
セ
プ

ト
、
供
給
・
施
工
を
考
慮
し
た
設
計
、

地
域
の
施
工
体
制
の
確
立
が
重
要
と

の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

◆
日
本
ロ
グ
ハ
ウ
ス
協
会
東
北
支
部
の

志し

賀が

氏（
共
力
（株）
）は
、
本
宮
市
な
ど

福
島
県
内
の
例
を
取
り
あ
げ
、
東
京

電
力
福
島
第
１
原
子
力
発
電
所
の
事

故
に
伴
う
避
難
と
い
う
特
殊
性
を
踏

ま
え
て
、
①
組
み
立
て
が
容
易
、
②

複
数
年
の
夏
・
冬
に
耐
え
ら
れ
る
性

能
、
③
日
常
生
活
に
溶
け
込
ん
だ
も

の
、
④
前
向
き
に
生
き
る
た
め
の
町

が
形
成
で
き
る
点
、
を
考
慮
し
ロ
グ

ハ
ウ
ス
仮
設
住
宅
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
進
め
た
こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
。

第
二
部「
身
近
な
施
設
等
へ
の
木
材
利
用
」

◆
（独）
森
林
総
合
研
究
所
の
松ま
つ
い井
氏
か

ら
、
高
齢
者
・
福
祉
用
具
の
木
材
利

用
に
関
す
る
研
究
開
発
と
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
デ
ザ
イ
ン
化
を
促
進
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
誰
も
が
利
用
し
や
す
い
製

品
・
サ
ー
ビ
ス
の
普
及
が
図
ら
れ
る

こ
と
に
加
え
、
規
格
化
、
標
準
化
が

進
ま
な
い
状
況
で
は
、
対
象
者
、
ニ
ー

ズ
等
を
絞
り
込
ん
だ
製
品
開
発
が
必

要
な
こ
と
や
木
製
福
祉
用
具
に
は
、

心
を
な
ご
ま
す
、
安
全
・
安
心
と
い
っ

た
差
別
化
の
ポ
イ
ン
ト
が
あ
る
こ
と

が
提
起
さ
れ
ま
し
た
。

◆
バ
ス
製
造
大
手
ジ
ェ
イ
バ
ス
（株）
の
諏す

訪わ

氏
は
、
従
来
、
バ
ス
の
床
材
に
は

ア
ピ
ト
ン
材
を
使
用
し
て
い
た
が
、

環
境
保
護
等
か
ら
供
給
・
価
格
が
不

安
定
と
な
っ
て
お
り
、
代
替
材
の
確

保
が
課
題
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
説

明
。
こ
れ
ま
で
、
石
川
県
の
林
業
試

験
場
、
林
ベ
ニ
ヤ
と
の
協
働
に
よ
り

石
川
県
産
木
材
を
活
用
し
た
製
品
開

発
を
行
っ
て
き
た
と
の
報
告
。

◆「
木
づ
か
い
運
動
」に
賛
同
し
、
様
々
な

製
品
へ
の
国
産
材
利
用
を
促
進
し
て

い
る
（株）
オ
リ
バ
ー
の
浦う
ら
す
み隅
氏
は
、
納

期
短
縮
、
品
質
の
維
持
・
安
定
、
コ

ス
ト
削
減
、
各
地
域
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
構
築
、
需
要
喚
起
と
い
っ
た
国
産

材
活
用
の
課
題
を
提
起
し
ま
し
た
。

◆
飯
田
ウ
ッ
ド
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
（株）
の

飯い
い
だ田
氏
は
、
カ
ー
テ
ン
ウ
オ
ー
ル
の

内
側
に
木
材
を
使
用
し
た
公
共
施
設

を
紹
介
。

◆
日
本
木
槽
木
管
（株）
の
山や
ま
し
た下
氏
は
、
近

年
、
地
元
産
の
材
を
使
用
し
た
水
槽

の
引
き
合
い
が
多
く
な
っ
て
い
る
こ

と
を
報
告
し
ま
し
た
。
木
製
水
槽
に

は
、
断
熱
性
に
優
れ
水
温
の
変
動
が

少
な
い
、
耐
震
性
が
あ
る
、
ス
ペ
ー

ス
に
合
わ
せ
た
設
置
が
可
能
と
い
っ

た
特
徴
が
あ
る
と
の
こ
と
。　

第
三
部
「
大
型
木
造
建
築
物
へ
の

木
材
利
用
事
例
」

　

（独）
森
林
総
合
研
究
所
の
軽か
る
べ部
氏
よ

り
、
大
型
構
造
物
用
部
材
へ
の
地
域
材

の
利
用
拡
大
を
目
的
と
し
て
、
開
発
部

材
の
導
入
事
例
を
現
地
調
査
す
る
と
と

も
に
、
施
主
・
設
計
者
・
施
工
者
へ
の

ヒ
ア
リ
ン
グ
を
全
国
６
箇
所
に
お
い
て

実
施
し
た
結
果
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
主
催
者
よ
り
次
回
の
開
催

予
告
が
あ
り
盛
会
の
う
ち
に
閉
会
し
ま

し
た
。

宮城県南三陸町仮設住宅（室内）福島県伊達市仮設住宅

バス床材に国産材合板を
使用（ジェイバス（株））

飲食店舗への木材導入例
（オリバー（株））

秋田スギを病院の受水槽に使用（日本木槽木管（株））

外側がアルミ、内側が木材のカーテンウオール（飯田ウッドワークシステム（株））


